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(57)【要約】
本発明の目的は、生体組織表面の凝固等を確実かつ容易
にでき、また、生体組織に挿入して深部を凝固等する際
でも、マイクロ波手術器の先端部付近が十分に凝固等で
きるマイクロ波手術器を提供することである。
本発明は、少なくとも一対の棒状電極が電極全体の中心
軸と平行になるように配置され、対となる電極の間が絶
縁体で満たされていることを特徴とする双極式針型マイ
クロ波手術器を用いる。少なくとも二対の電極が、同極
の電極が隣り合わせにならないように交互に配置され、
対となる電極のうち、いずれか同極の電極の先端部同士
がこの電極と同じ材料で橋かけして構成されることが好
ましい。各電極が、中心軸から２ｍｍの垂直距離内にあ
ることが好ましい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも一対の棒状電極が電極全体の中心軸と平行になるように配置され、
対となる電極の間が絶縁体で満たされていることを特徴とする双極式針型マイクロ波手術
器。
【請求項２】
少なくとも二対の電極が、同極の電極が隣り合わせにならないように交互に配置され、対
となる電極のうち、いずれか同極の電極の先端部同士がこの電極と同じ材料で橋かけして
構成される請求項１に記載の双極式針型マイクロ波手術器。
【請求項３】
　各電極が、中心軸から２ｍｍの垂直距離内にある請求項１又は２に記載の双極式針型マ
イクロ波手術器。
【請求項４】
内視鏡又はカテーテルに挿入して使用するための請求項１～３のいずれかに記載の双極式
針型マイクロ波手術器。
【請求項５】
全体をフッ素樹脂でコーティングしてなる請求項１～４のいずれかに記載の双極式針型マ
イクロ波手術器。
【請求項６】
請求項１～５のいずれかに記載の双極式針型マイクロ波手術器と、
マイクロ波発信器と、
双極式針型マイクロ波手術器及びマイクロ波発信器を繋ぐ同軸ケーブルと
から構成されることを特徴とするマイクロ波手術装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、双極式針型マイクロ波手術器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、双極式針型マイクロ波手術器として、生体組織に挿入される管状の接地電極と、
前記接地電極の芯部に設けられ、先端部が前記接地電極の先端より導出された管状の絶縁
体と、前記絶縁体の芯部に設けられ、先端部のマイクロ波照射部が前記絶縁体の先端より
導出されて前記絶縁体の先端とともに生体組織に挿入される棒状の中心電極とからなる手
術電極を備えたマイクロ波手術器において、前記中心電極を棒状の中心体と該中心体の外
周の中心外層体とにより構成し、前記中心外層体及び前記接地電極を前記中心体より電気
抵抗率の低い金属により構成し、かつ、前記中心体を前記中心外層体より高硬度の金属に
より構成したことを特徴とするマイクロ波手術器が知られている(特許文献１)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１３７２５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来のマイクロ波手術器では、一対の電極が同時に生体組織に密着できないた
め、生体組織表面の凝固等（凝固、止血、焼灼）が実質的に不可能であるという問題があ
るほか、生体組織に挿入して深部を凝固等する際、マイクロ波手術器の先端部付近の凝固
等が不十分であるという問題がある。
　すなわち、本発明の目的は、生体組織表面の凝固等を確実かつ容易にでき、また、生体
組織に挿入して深部を凝固等する際でも、マイクロ波手術器の先端部付近が十分に凝固等
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できるマイクロ波手術器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の双極式針型マイクロ波手術器の特徴は、少なくとも一対の棒状電極が電極全体
の中心軸と平行になるように配置され、対となる電極の間が絶縁体で満たされている点を
要旨とする。
【０００６】
　少なくとも一対の棒状電極は、少なくとも一対の棒状電極（少なくとも２本の棒状電極
）であればよく、二対以上の棒状電極（４本以上の棒状電極）であってもよいが、一対～
五対の棒状電極が好ましく、さらに好ましくは一対～三対の棒状電極、特に好ましくは一
対又は二対の棒状電極（２本又は４本の棒状電極）である。
【０００７】
　少なくとも一対の棒状電極は、必ずしもすべての電極表面について、中心軸を通り中心
軸に垂直な直線と交差する２つの電極表面と、中心軸との距離がそれぞれ同じになるよう
に配置されている必要はなく、同じ中心軸（同心軸）を持つ面上（曲面上又は平面上）に
電極表面が形成されていればよいことを意味する。すなわち、円柱、楕円柱、多角柱又は
正多角柱等の側面に棒状電極が配置されていればよいことを意味する。なお、電極表面と
は、絶縁体と接触している表面は含まれず、電極として働く表面、すなわち、生体組織と
接触し得る表面を意味する。また、棒状とは、中心軸に垂直な方向の長さよりも、中心軸
の方向の長さが長い形状であればよく、その断面形状には特に制限はない。
　中心軸とは、少なくとも一対の棒状電極で構成される電極全体の中心軸（同心軸）を意
味する。
【０００８】
　少なくとも一対の棒状電極は、それぞれ独立に電極として機能してもよく、二対以上の
場合、そのうち同極の電極同士を一体的に構成して、電極表面だけを独立させて機能させ
てもよい｛図３（ｂ）、図４（ｂ）、図４（ｃ）、図５（ｂ）、図５（ｃ）、図６、図１
２－１３、図１４－１５参照）。
【０００９】
　本発明の双極式針型マイクロ波手術器は、上記の少なくとも一対の棒状電極に加えて、
同じ中心軸に沿って配置されている少なくとも一対の輪切り電極（少なくとも２つの輪切
り電極）を備えていてもよい。
　このような一対の輪切り電極は、円柱、正多角柱、楕円柱、球状又は楕円体を輪切りに
した電極を中心軸に沿って並べて配置されていればよい。
【００１０】
　本発明の双極式針型マイクロ波手術器の先端部は、平面でも、球面でもよく、鋭利状に
尖っていてもよく、尖っているが丸く先端処理していてもよい。
【００１１】
　対となる電極の間は、絶縁体で満たされており、絶縁体としては、電気絶縁体であれば
制限なく使用できる。好ましい電気絶縁体としては、エンジニアリングプラスチック｛ポ
リエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエーテルサルフォン（ＰＥＳ）、ポリアミ
ド（ＰＡ）、ポリアミドイミド（ＰＡＩ）、ポリイミド（ＰＩ）、ポリフェニレンサルフ
ァイド（ＰＰＳ）及びポリベンゾイミダゾール（ＰＢＩ）等｝、フッ素樹脂｛ポリテトラ
フルオロエチレン、ポリクロロトリフルオロエチレン、ポリフッ化ビニリデン、ポリフッ
化ビニル、ペルフルオロアルコキシフッ素樹脂、四フッ化エチレン・六フッ化プロピレン
共重合体、エチレン・四フッ化エチレン共重合体及びエチレン・クロロトリフルオロエチ
レン共重合体等｝及びセラミックス｛アルミナ (Ａｌ２Ｏ３)、ジルコニア（ＺｒＯ２）
、炭化ケイ素 (ＳｉＣ)及び窒化ケイ素（Ｓｉ３Ｎ４）等｝が含まれる。
【００１２】
　少なくとも一対の棒状電極について、図面を用いてさらに具体的に説明する。
　以下の図面において、棒状電極（１００番台）と棒状電極（２００番台）とが対をなし



(4) JP WO2013/005484 A1 2013.1.10

10

20

30

40

50

ており、また、輪切り電極（８００番台）と輪切り電極（９００番台）とが対をなしてい
る。
　図１及び図２は、一対の棒状電極を配置した本発明の双極式針型マイクロ波手術器の電
極部分について、中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。
【００１３】
　図１（ａ）は、一対の棒状電極（２本の棒状電極；１０１、２０１）で棒状絶縁体（４
００）をサンドイッチして円柱状とした例を概念的に表した断面図である。図１（ｂ）は
、同様に、楕円柱状とした例を概念的に表した断面図である。図１（ｃ）は、同様に、正
四角柱状とした例を概念的に表した断面図である。図１（ｄ）は、同様に、正六角柱状と
した例を概念的に表した断面図である。図１では、中心軸（３００）を通り中心軸（３０
０）に垂直な直線と交差する２つの電極表面と、中心軸（３００）との距離がそれぞれ同
じになるように配置されている例を示したが、この距離が必ずしもすべての電極表面につ
いて同じになるように配置されている必要はない（図２参照）。
【００１４】
　図２（ａ）は、一対の棒状電極（２本の棒状電極；１０１、２０１）で棒状絶縁体（４
００）をサンドイッチして円柱状とした例を概念的に表した断面図である。図２（ａ）に
おいて、中心軸（３００）を通り中心軸（３００）に垂直な直線（ｘ１）と交差する２つ
の電極表面と、中心軸（３００）との距離が同じであるが、直線（ｘ２）に対する電極表
面は一つしかないので、上記の距離が同じであるとはいえない。しかし、このような電極
であっても、本発明の双極式針型マイクロ波手術器を構成するものである。
【００１５】
　図２（ｂ）は、図２（ａ）と同様に、三角柱状とした例を概念的に表した断面図である
。図２（ｂ）において、中心軸（３００）を通り中心軸（３００）に垂直な直線（ｘ３）
と交差する２つの電極表面と、中心軸（３００）との距離が同じであるが、他の直線（た
とえば、ｘ４）について、上記の距離が同じであるとはいえない。しかし、このような電
極であっても、本発明の双極式針型マイクロ波手術器を構成するものである。
【００１６】
　図２（ｃ）は、図２（ａ）と同様に、正四角柱状とした例を概念的に表した断面図であ
る。図２（ｄ）は、同様に、楕円柱状とした例を概念的に表した断面図である。
【００１７】
　図３は、二対の棒状電極を配置した本発明の双極式針型マイクロ波手術器の電極部分に
ついて、中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。
【００１８】
　図３（ａ）は、二対の棒状電極（４本の棒状電極；１０１、１０２、２０１、２０２）
で棒状絶縁体（４００）をサンドイッチして円柱状とした例を概念的に表した断面図であ
る。図３（ｂ）は、二対の電極を３本の棒状電極（１０１、１０２、２０１－２０２）で
構成し、これらで棒状絶縁体（４００）をサンドイッチして円柱状とした例を概念的に表
した断面図である。電極（２０１）と電極（２０２）とは一体として構成されている。
【００１９】
　図３（ｃ）は、図３（ａ）と同様に、正四角柱状とした例を概念的に表した断面図であ
る。図３（ｄ）は、同様に、正八角柱状とした例を概念的に表した断面図である。図３（
ｅ）は、同様に、楕円柱状とした例を概念的に表した断面図である。
【００２０】
　図４は、三対の棒状電極を配置した本発明の双極式針型マイクロ波手術器の電極部分に
ついて、中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。
【００２１】
　図４（ａ）は、三対の棒状電極（６本の棒状電極；１０１、１０２、１０３、２０１、
２０２、２０３）で棒状絶縁体（４００）をサンドイッチして円柱状とした例を概念的に
表した断面図である。図４（ｂ）は、三対の電極を３本の棒状電極（１０１、１０２、１
０３）と中心軸に対する垂直断面が三又状の多角柱電極（２０１－２０２－２０３）とで
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構成し、これらで棒状絶縁体（４００）をサンドイッチして円柱状とした例を概念的に表
した断面図である。電極（２０１）と電極（２０２）と電極（２０３）とは一体として構
成されている。図４（ｃ）は、図４（ｂ）と同様に、正六角柱状とした例を概念的に表し
た断面図である。図４（ｃ）において、電極（２０１）と電極（２０２）と電極（２０３
）とは一体として構成されている。図４（ｄ）は、図４（ａ）と同様に、正六角柱状とし
た例を概念的に表した断面図である。
【００２２】
　図５は、四対の棒状電極を配置した本発明の双極式針型マイクロ波手術器の電極部分に
ついて、中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。
【００２３】
　図５（ａ）は、四対の棒状電極（８本の棒状電極；１０１、１０２、１０３、１０４、
２０１、２０２、２０３、２０４）で棒状絶縁体（４００）をサンドイッチして円柱状と
した例を概念的に表した断面図である。図５（ｂ）は、四対の電極を４本の棒状電極（１
０１、１０２、１０３、１０４）と中心軸に対する垂直断面が十字状の多角柱電極（２０
１－２０２－２０３－２０４）とで構成し、これらで棒状絶縁体（４００）をサンドイッ
チして円柱状とした例を概念的に表した断面図である。電極（２０１）と電極（２０２）
と電極（２０３）と電極（２０４）とは一体として構成されている。図５（ｃ）は、５４
（ｂ）と同様に、正八角柱状とした例を概念的に表した断面図である。図５（ｃ）におい
て、電極（２０１）と電極（２０２）と電極（２０３）と電極（２０４）とは一体として
構成されている。
【００２４】
　図６は、五対の棒状電極を配置した本発明の双極式針型マイクロ波手術器の電極部分に
ついて、中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。そして、図６は、五対の電
極を５本の棒状電極（１０１、１０２、１０３、１０４、１０５）と中心軸に対する垂直
断面が大の字状の多角柱電極（２０１－２０２－２０３－２０４－２０５）とで構成し、
これらで棒状絶縁体（４００）をサンドイッチして円柱状とした例を概念的に表した断面
図である。電極（２０１）と電極（２０２）と電極（２０３）と電極（２０４）と電極（
２０５）とは一体として構成されている。
【００２５】
　つぎに、少なくとも一対の棒状電極に加えて備えてもよい少なくとも一対の輪切り電極
について、図を用いてさらに具体的に説明する。
【００２６】
　図７は、一対の輪切り電極について模式的に表した斜視図である。
【００２７】
　図７（ａ）は、一対の六角柱状輪切り電極（２つの電極；８０１、９０１）で六角柱状
輪切り絶縁体（４００）をサンドイッチして六角柱状とした例を概念的に表した斜視図で
ある。図７（ｂ）は、同様に、円柱状とした例を概念的に表した斜視図である。図７（ｃ
）は、同様に、球状とした例を概念的に表した斜視図である。図７（ｄ）は、同様に、楕
円体状（紡錘状）とした例を概念的に表した斜視図である。
【００２８】
　図８は、二対の輪切り電極について模式的に表した斜視図である。すなわち、図８は、
楕円体状（紡錘状）を輪切りにした形状の二対の電極（４つ電極；８０１、８０２、９０
１、９０２）を同じ中心軸に沿って絶縁体（４００）をサンドイッチして配置した例を概
念的に表した斜視図である。
【００２９】
　図９は、少なくとも一対の棒状電極に加えて、少なくとも一対の輪切り電極を備えた本
発明の双極式針型マイクロ波手術器の電極部分について模式的に表した斜視図である。
【００３０】
　図９（ａ）は、楕円体状（紡錘状）を輪切りにした形状の一対の輪切り電極（２つ電極
；８０１、９０１）を同じ中心軸に沿って絶縁体（４００）をサンドイッチすると共に、
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一対の棒状電極（２本の電極；１０１、２０１）で絶縁体（４００）をサンドイッチして
配置した例を概念的に表した斜視図である。すなわち、図７（ｄ）で表した電極部分と、
図１（ａ）で表した電極部分とを併せ持った形態の例を概念的に表した斜視図である。
【００３１】
　図９（ｂ）は、楕円体状（紡錘状）を輪切りにした形状の一対の輪切り電極（２つ電極
；８０１、９０１）を同じ中心軸に沿って絶縁体（４００）をサンドイッチすると共に、
二対の棒状電極（４本の電極；１０１、１０２、２０１、２０２）で絶縁体（４００）を
サンドイッチして配置した例を概念的に表した斜視図である。すなわち、図７（ｄ）で表
した電極部分と、図３（ａ）で表した電極部分とを併せ持った形態の例を概念的に表した
斜視図である。
【００３２】
　図９（ｃ）は、六角柱を輪切りにした形状の一対の輪切り電極（２つ電極；８０１、９
０１）を同じ中心軸に沿って絶縁体（４００）をサンドイッチすると共に、三対の棒状電
極（６本の電極；１０１、１０２、１０３、２０１、２０２、２０３）で絶縁体（４００
）をサンドイッチして配置した例を概念的に表した斜視図である。すなわち、図７（ａ）
で表した電極部分と、図４（ｄ）で表した電極部分とを併せ持った形態の例を概念的に表
した斜視図である。
【００３３】
　少なくとも一対の棒状電極は、電極として働けば、金属製であっても、セラミック製で
あってもよく、これらが表面保護（金属メッキやフッ素樹脂等によるコーティング等）さ
れていてもよい（輪切り電極を備える場合、輪切り電極部分についても同様である）。ま
た、少なくとも一対の棒状電極のうち、同軸ケーブルの中心電導体と接続される電極の長
さは、生体組織を通過するマイクロ波の波長（λ）の自然数倍（ｎλ）又は自然数分の１
（λ／ｎ）であることが好ましい（ｎは自然数である）（輪切り電極を備える場合、輪切
り電極部分についても同様である）。なお、同軸ケーブルの外部導電体と接続される電極
の長さは特に制限されない。また、同軸ケーブルの中心電導体と接続される電極について
、「発明を実施するための形態」で説明する図面を用いて例示すると、図１１の電極（２
０１）、図１２、１３の電極（２０１）及び電極（２０２）、図１４、１５の電極（２０
１）及び電極（２０２）がこの電極に該当する。
【００３４】
　少なくとも一対の棒状電極が少なくとも二対であって、同極の棒状電極が隣り合わせに
ならないように交互に配置されていることが好ましい。そして、対となる棒状電極のうち
、いずれか同極の棒状電極の先端部同士がこの電極と同じ材料で橋かけして構成されるこ
とが好ましい。すなわち、輪切り電極を備えた電極では、先端部がすでに電極で覆われて
いるので、橋かけして構成されている。一方、輪切り電極を備えていない電極については
、後述の図１２～図１３又は図１４～図１５のように、橋かけして構成することが好まし
い。
【００３５】
　各棒状電極は、中心軸から２ｍｍの垂直距離内にあることが好ましく、さらに好ましく
は１．３ｍｍ以内、特に好ましくは１ｍｍ以内、最も好ましくは０．９ｍｍ以内にあるこ
とである。すなわち、たとえば、図１（ａ）の電極を例にすると、この断面の円が直径４
ｍｍ以下であることが好ましい。なお、「垂直距離」とは、中心軸からの垂線上の距離（
中心軸と電極表面との距離）を意味する。
【００３６】
　本発明の双極式針型マイクロ波手術器は、内視鏡又はカテーテルに挿入して使用するた
め手術器として好適である。
【００３７】
　本発明の双極式針型マイクロ波手術器は、全体をフッ素樹脂でコーティングしてなるこ
とが好ましい。フッ素樹脂をコーティングすると、汚れにくく、汚れても清掃しやすく、
また、衛生的である他、重金属の溶出等を防止できる。フッ素樹脂は、公知のフッ素樹脂
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｛ポリテトラフルオロエチレン、ポリクロロトリフルオロエチレン、ポリフッ化ビニリデ
ン、ポリフッ化ビニル、ペルフルオロアルコキシフッ素樹脂、四フッ化エチレン・六フッ
化プロピレン共重合体、エチレン・四フッ化エチレン共重合体、エチレン・クロロトリフ
ルオロエチレン共重合体）等が使用できる。
【００３８】
　本発明の双極式針型マイクロ波手術器は、少なくとも一対の棒状電極の間にマイクロ波
を印加できるように（輪切り電極を備える場合、この電極間にも印加できるように）構成
されている。マイクロ波を印加することにより、少なくとも一対の棒状電極間の周囲にあ
る生体組織等（輪切り電極を備える場合、輪切り電極間の周囲にある生体組織等を含む）
を加熱することができ、止血、凝固等が達成できる。
【００３９】
　マイクロ波としては、周波数１３ＭＨｚ～２５ＧＨｚの電波が好ましく、さらに好まし
くは周波数９００ＭＨｚ～６ＧＨｚの電波、特に好ましくは周波数２．４５ＧＨｚの電波
である。
【００４０】
　本発明のマイクロ波手術装置の特徴は、上記の双極式針型マイクロ波手術器と、マイク
ロ波発信器と、双極式針型マイクロ波手術器及びマイクロ波発信器を繋ぐ同軸ケーブルと
から構成される点を要旨とする。
【００４１】
　上記の双極式針型マイクロ波手術器及びマイクロ波発信器は、同軸ケーブルでつながっ
ており、この同軸ケーブルを介して、マイクロ波発信器により発生させたマイクロ波を少
なくとも一対の電極に送信する。
【００４２】
　マイクロ波発信器は、上記の周波数を発信でき装置であれば制限ないが、その出力が１
０～２００Ｗ程度が好ましい。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明の双極式針型マイクロ波手術器は、生体組織表面の凝固等を確実かつ容易にでき
、また、生体組織に挿入して深部を凝固等する際でも、マイクロ波手術器の先端部付近が
十分に凝固等できる。
　そして、本発明の双極式針型マイクロ波手術器は、細径化できるため、内視鏡手術や腹
腔鏡手術に適用できる。これらの他に、一般の直視下手術（外科手術、脳外科、耳鼻科等
）にも適用できる。
　また、本発明の双極式針型マイクロ波手術器は、管組織（血管、胆管等）の止血、凝固
や、癌組織等の止血、凝固等ができる。
【００４４】
　本発明のマイクロ波手術装置は、上記の双極式針型マイクロ波手術器と、マイクロ波発
信器と、同軸ケーブルとから構成されるため、生体組織表面の凝固等を確実かつ容易にで
き、また、生体組織に挿入して深部を凝固等する際でも、マイクロ波手術器の先端部付近
が十分に凝固等できる。
　そして、本発明のマイクロ波手術装置は、内視鏡手術や腹腔鏡手術に適用できる。これ
らの他に、一般の直視下手術（外科手術、脳外科、耳鼻科等）にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛一対の棒状電極で棒状絶縁体を
サンドイッチして円柱状（ａ）、楕円状（ｂ）、正四角柱状（ｃ）又は正六角柱状（ｄ）
とした例｝の電極部分について、中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。
【図２】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛一対の棒状電極で棒状絶縁体を
サンドイッチして円柱状（ａ）、三角柱状（ｂ）、正四角柱状（ｃ）又は楕円柱状（ｄ）
とした例｝の電極部分について、中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。
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【図３】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛二対の棒状電極で棒状絶縁体を
サンドイッチして円柱状（ａ）、正四角柱状（ｃ）、正八角柱状（ｄ）又は楕円柱状（ｅ
）とした例、及び二対の電極を３本の棒状電極で構成し、これらで棒状絶縁体をサンドイ
ッチして円柱状（ｂ）とした例｝の電極部分について、中心軸に垂直な断面を模式的に表
した断面図である。
【図４】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛三対の棒状電極で棒状絶縁体を
サンドイッチして円柱状（ａ）又は正六角柱状（ｄ）とした例、及び三対の電極を３本の
棒状電極と中心軸に対する垂直断面が三又状の多角柱電極とで構成し、これらで棒状絶縁
体をサンドイッチして円柱状（ｂ）又は正六角柱状（ｃ）とした例｝の電極部分について
、中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。
【図５】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛四対の棒状電極で棒状絶縁体を
サンドイッチして円柱状（ａ）とした例、及び四対の電極を４本の棒状電極と中心軸に対
する垂直断面が十字状の多角柱電極とで構成し、これらで棒状絶縁体をサンドイッチして
円柱状（ｂ）又は正八角柱状（ｃ）とした例｝の電極部分について、中心軸に垂直な断面
を模式的に表した断面図である。
【図６】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛五対の電極を５本の棒状電極と
中心軸に対する垂直断面が大の字状（五本の放射線から構成される形）の多角柱電極とで
構成し、これらで棒状絶縁体をサンドイッチして円柱状とした例｝の電極部分について、
中心軸に垂直な断面を模式的に表した断面図である。
【図７】本発明の双極式針型マイクロ波手術器に備えることができる一対の輪切電極につ
いて模式的に表した斜視図である。
【図８】本発明の双極式針型マイクロ波手術器に備えることができる二対の輪切電極につ
いて模式的に表した斜視図である。
【図９】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛少なくとも一対の棒状電極に加
えて、少なくとも一対の輪切り電極を備えた例｝の電極部分について模式的に表した斜視
図である。
【図１０】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛二対の棒状電極が中心軸と平
行になるように配置された例｝の電極部分について模式的に表した斜視図である。
【図１１】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛一対の棒状電極が中心軸と平
行になるように配置された例｝の電極部分について模式的に表した断面図である。
【図１２】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛二対の棒状電極が中心軸と平
行になるように配置され、同極の棒状電極の先端部同士がこの棒状電極と同じ材料により
橋かけ部で橋かけし構成された例｝の電極部分について模式的に表した平面図である。
【図１３】図１２で表された平面図におけるＤ－Ｄ線断面図である。
【図１４】本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様｛二対の電極を２本の棒状電極
で構成し、これらで棒状絶縁体をサンドイッチして円柱状となるようにし、同極の棒状電
極の先端部同士がこの棒状電極と同じ材料により橋かけ部で橋かけし構成された例｝の電
極部分について模式的に表した斜視図である。
【図１５】図１４で表された平面図におけるＦ－Ｆ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　以下、図面を用いて、本発明の双極式針型マイクロ波手術器について、さらに詳細に説
明する。なお、特記しない限り、最初に説明した事項は、後の図面の説明においても共通
して適用できる。
【００４７】
＜図１０＞
　図１０は、本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様の電極部分について模式的に
表した斜視図である。
【００４８】
　図１０で表した双極式針型マイクロ波手術器は、二対の棒状電極（４本の棒状電極）が
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それぞれ同じ中心軸を中心として対称に、中心軸と平行になるように交互に配置され、中
心軸を通り中心軸に垂直な直線と交差する２つの電極表面と、中心軸との距離がそれぞれ
同じになるように配置された態様である。
【００４９】
　図１０で表した双極式針型マイクロ波手術器の電極部分について、中心軸に垂直な断面
（Ａ－Ａ断面）を模式的に表したものが、図３（ａ）である。すなわち、二対の棒状電極
（４本の電極；１０１、１０２、２０１、２０２）で棒状絶縁体（４００）をサンドイッ
チして、円柱状とした例である。
【００５０】
　二対の棒状電極は、それぞれ、同軸ケーブルの中心電導体（５００）及び外部電導体（
６００）に接続されている（図１０に同軸ケーブルは描かれていない）。そして、この同
軸ケーブルを介して、二対の棒状電極の間にマイクロ波を印加することにより、二対のそ
れぞれの棒状電極（１０１、１０２、２０１、２０２）との間の周囲にある生体組織等を
加熱することができ、止血、凝固等が達成できる（円柱状の側面及び先端の周辺にある生
体組織を効率よく加熱することができる。）。
【００５１】
　図１０において、双極式針型マイクロ波手術器の先端部分は、平面に描かれているが、
球面であってもよいし、鋭利状に尖っていてもよく、尖っているが丸く先端処理していて
もよい。
【００５２】
＜図１１＞
　図１１は、本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様の電極部分について模式的に
表した断面図である。
【００５３】
　図１１で表した双極式針型マイクロ波手術器は、一対の棒状電極（２本の棒状電極）が
それぞれ同じ中心軸を中心として対称に、中心軸と平行になるように配置され、中心軸を
通り中心軸に垂直な直線と交差する２つの電極表面と、中心軸との距離がそれぞれ同じに
なるように配置された例のうち、必ずしもすべての電極表面について、中心軸を通り中心
軸に垂直な直線と交差する２つの電極表面と、中心軸との距離がそれぞれ同じになるよう
に配置されていない例である。
【００５４】
　図１１で表した双極式針型マイクロ波手術器の電極部分について、中心軸に垂直な断面
（Ｂ－Ｂ線の断面）を模式的に表したものが、図２（ａ）である。すなわち、一対の棒状
電極（２本の棒状電極；１０１、２０１）で棒状絶縁体（４００）をサンドイッチして、
円柱状とした例である。
【００５５】
　一対の棒状電極は、それぞれ、同軸ケーブルの中心電導体（５００）及び外部電導体（
６００）に接続されている。そして、この同軸ケーブルを介して、一対の棒状電極の間に
マイクロ波を印加することにより、一対の棒状電極（１０１、２０１）との間の周囲（電
極の側面及び先端部の周辺）にある生体組織等を加熱することができ、止血、凝固等が達
成できる。
【００５６】
　図１１において、双極式針型マイクロ波手術器の先端部は、鋭利状に尖って描かれてい
るが、丸く先端処理していてもよいし、平面や球面にしてもよい。
【００５７】
＜図１２、１３＞
　図１２は、本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様の電極部分について模式的に
表した平面図である。図１３は、図１２で表された平面図におけるＤ－Ｄ線断面図である
。
【００５８】
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　図１２及び図１３で表した双極式針型マイクロ波手術器は、二対の棒状電極（４本の棒
状電極）がそれぞれ同じ中心軸を中心として対称に、中心軸と平行になるように交互に配
置され、中心軸を通り中心軸に垂直な直線と交差する２つの電極表面と、中心軸との距離
がそれぞれ同じになるように配置された例である。
【００５９】
　図１２及び図１３で表した双極式針型マイクロ波手術器の電極部分について、中心軸に
垂直な断面（Ｃ－Ｃ線の断面）を模式的に表したものが、図３（ｂ）である。すなわち、
二対の電極を３本の棒状電極（１０１、１０２、２０１－２０２）で構成し、これらで棒
状絶縁体（４００）をサンドイッチして円柱状とした例である。棒状電極（２０１）と棒
状電極（２０２）とは一体として構成されている。そして、対となる棒状電極（１０１、
１０２、２０１－２０２）のうち、同極の棒状電極（２０１、２０２）の先端部同士がこ
の棒状電極と同じ材料により橋かけ部（７００）で橋かけして構成される。
【００６０】
　二対の棒状電極は、それぞれ、同軸ケーブルの中心電導体（５００）及び外部電導体（
６００）に接続されている。そして、この同軸ケーブルを介して、二対の棒状電極の間に
マイクロ波を印加することにより、二対の棒状電極（１０１、１０２、２０１－２０２）
との間の周囲（電極の側面及び先端部の周辺）にある生体組織等を加熱することができ、
止血、凝固等が達成できる。
【００６１】
　図１２、１３において、双極式針型マイクロ波手術器の先端部は、鋭利状に尖って描か
れているが、丸く先端処理していてもよいし、平面や球面にしてもよい。
【００６２】
＜図１４、１５＞
　図１４は、本発明の双極式針型マイクロ波手術器の一態様の電極部分について模式的に
表した斜視図である。図１５は、図１４で表された平面図におけるＦ－Ｆ線断面図である
。
【００６３】
　図１４及び図１５で表した双極式針型マイクロ波手術器は、二対の棒状電極（４本の棒
状電極）がそれぞれ同じ中心軸を中心として対称に、中心軸と平行になるように交互に配
置され、中心軸を通り中心軸に垂直な直線と交差する２つの電極表面と、中心軸との距離
がそれぞれ同じになるように配置された例である。
【００６４】
　図１４及び図１５で表した双極式針型マイクロ波手術器の電極部分について、中心軸に
垂直な断面（Ｅ－Ｅ線の断面）を模式的に表したものが、図３（ｂ）である。すなわち、
二対の電極を２本の棒状電極（１０１－１０２、２０１－２０２）で構成し、これらで棒
状絶縁体（４００）をサンドイッチして円柱状とした例である。棒状電極（１０１）と棒
状電極（１０２）とはＵの字状に一体として構成されている。棒状電極（２０１）と棒状
電極（２０２）とは板状に一体として構成されている。そして、対となる棒状電極（１０
１－１０２、２０１－２０２）のうち、同極の棒状電極（１０１、１０２）の先端部同士
がこの棒状電極と同じ材料により橋かけ部（７００）で橋かけして構成される。図１５に
おいて、２０１’、２０２’は、棒状電極（２０１）及び棒状電極（２０２）を構成する
部材の断面を表している。
【００６５】
　二対の棒状電極は、それぞれ、同軸ケーブルの中心電導体（５００）及び外部電導体（
６００）に接続されている。そして、この同軸ケーブルを介して、二対の棒状電極の間に
マイクロ波を印加することにより、二対の棒状電極（１０１－１０２、２０１－２０２）
との間の周囲（電極の側面及び先端部の周辺）にある生体組織等を加熱することができ、
止血、凝固等が達成できる。
【００６６】
　図１４、１５において、双極式針型マイクロ波手術器の先端部は、球面に描かれている
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が、平面であってもよいし、鋭利状に尖っていてもよく、尖っているが丸く先端処理して
いてもよい。
【符号の説明】
【００６７】
　１０１～１０５　棒状電極
　２０１～２０５　棒状電極
　３００　中心軸
　４００　絶縁体
　５００　中心電導体
　６００　外部電導体
　７００　橋かけ部
　８０１～８０２　輪切り電極
　９０１～９０２　輪切り電極
　
　
　

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１４】

【図１５】



(15) JP WO2013/005484 A1 2013.1.10

10

20

30

40

【国際調査報告】



(16) JP WO2013/005484 A1 2013.1.10

10

20

30

40



(17) JP WO2013/005484 A1 2013.1.10

10

20

30

40



(18) JP WO2013/005484 A1 2013.1.10

10

20

30

40



(19) JP WO2013/005484 A1 2013.1.10

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,I
D,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO
,NZ,OM,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,
VC,VN,ZA

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JPWO2013005484A5 公开(公告)日 2015-04-30

申请号 JP2013522529 申请日 2012-05-22

[标]申请(专利权)人(译) 山科精器株式会社

申请(专利权)人(译) 山科精器株式会社

[标]发明人 保坂誠
阿部和男
上村英一

发明人 保坂 誠
阿部 和男
上村 英一

IPC分类号 A61B18/18

CPC分类号 A61B18/1815 A61B2018/1861 A61B2018/1869 A61B2018/1892

FI分类号 A61B17/36.340

F-TERM分类号 4C160/JK02 4C160/MM32 4C160/NN09

代理人(译) 樱井健一

优先权 2011151290 2011-07-07 JP

其他公开文献 JPWO2013005484A1

摘要(译)

本发明的目的是提供一种微波操作装置，该微波操作装置可靠且容易地
在生物组织的表面上进行凝结等，并且在微波操作装置的端部附近能够
进行充分的凝结等。 将微波操作装置插入生物组织以凝结其深部并进行
类似操作。 本发明提供了一种双极针型微波操作装置，其中至少一对棒
状电极整体上平行于电极的中心轴，并且绝缘体填充在成对的电极之
间。 优选地，至少两对电极是交替的，以使得具有相同极性的电极彼此
不相邻，并且具有相同极性的成对电极的末端以与电极相同的材料桥
接。 优选地，每个电极与中心轴之间的垂直距离在2mm之内。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7e0fe191-281f-4658-8184-7861f4697952

